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活動写真
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鯖江継体の会　子ども達も参加して「五穀豊穣感謝祭」
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第31回地域づくり団体全国研修交流会福井大会･鯖江分科会
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全面改修が行われた中山公園テニスコート
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会派で、朝来市に城跡活用のまちづくりを研修
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河和田地区に伝わる伝統の薬味「山うに」の特産化に向けて動き出しているプロジェクト、2月11日「山うに」まつり（会場･うるしの里会館）が行われる
	
Q  平成19年の議会で、まちなかの賑わい創出に向けて西山公園に「道の駅」を提案させていただいた私にとり、「道の駅西山公園」はうまく行って欲しい、と非常に気になる。国土省は道の駅を地域活性化、充実化･地域振興の拠点として打ち出している。地域振興に貢献しないと、登録を取り消す更新制度も検討しているようだが、市の捉え方は。また、指導も含め指定管理者にどのような係わり方をしているのか。
A　理事者 設備的には、電気自動車の充電器または公衆無線ランサービスの設置を進めるとともに、街なかにある道の駅、また市民が誇れる西山公園の中の道の駅で、他にはない特徴を活かした道の駅として、質の高いサービスを提供できるように、情報発信の拠点として、また地域活性化、充実化を図ることについては、重点的に指定管理者と検討を進めている。

休憩所内には、県内の代表的な景観地・福井ふるさと百景のパネル展を行うなど、市内の街なかから広域の観光情報の提供も行っていきたい。液晶ディスプレイで道路情報、気象情報等の提供がされますが、その中で、市の地場産業であるめがねとか漆器、繊維のＰＲも行ってまいりたい。また、壁面に取りつけたタッチパネル式のタブレット端末で各種情報を提供していきたい。
また、めがね、漆器、繊維の各業界団体ですけども、地域振興内にあるアンテナショップ、チャレンジショップでは、展示もあわせて販売できるものは販売していきたいということで、今、協議も進めている。

鯖江市の観光協会も中に入るということで協会とも連携をしながら、めがねミュージアムとか、うるしの里会館、石田縞の手織りセンターなど、産業観光の拠点施設等々に案内情報など協力をしていただくことになっている。農産物の生産者の方々にも、出品のご案内をしていると聞いていて、生産者と指定管理者と連携し、市全体の振興、活性化にもつなげていけるような形で進めている。
Q  観光協会との連携は
A　理事者　観光協会に運営をお願いして、公園周辺のイベントや車でこられる方に恐竜博物館や永平寺、うるしの里会館、いわゆるやまぎわ天下一街道から越前の4産地を結ぶたくみ街道と相乗的な効果を果たせればと思っている。
Q  道の駅やJR鯖江駅観光案内所、公共施設などに大型液晶ディスプレイを設置したら。
A　理事者　道の駅においては50インチの大型液晶ディスプレイ等で各種情報の発信、JR鯖江駅観光案内所の情報発信については、JR鯖江駅2階の空きスペース活用も含め今後の課題として捉えている。その他公共施設・丹南病院ロビーで大型液晶ディスプレイを置き、各種観光情報やシティバスの情報の発信を行っている。また市役所庁舎では耐震工事にあわせ、大型液晶ディスプレイを2カ所設置し、映像等の情報や行事案内等表示するように準備進めている。
Q　｢和食･日本人の伝統的な食文化｣ユネスコ遺産登録に向け、鯖江市の措置事例の食文化、漆器文化を充実･拡充するチャンスと考えるが、市の考え方と取り組みは。
A　理事者　越前漆器は、お椀を得意としていて和食文化に漆器は不可欠なものと考える。お膳なども含め日本の生活様式の再認識から販路拡大につながることを期待する。今回のこのことを機に新たな展開についても越前漆器協同組合と相談する中で、漆器あるいは産地そのもののPRも含めて取り組みたい。

Q　和食の食材、料理、栄養、食事の場、食べ方、おもてなしなど、次の世代に伝えていくべき文化と考えると、鯖江の伝承料理のレシピ集など必要と考えるが。

A　理事者　各地区に伝承料理とかレシピが残っていると思うので、資料の保存の意味合いからも来年度中に各地域の情報を集めたり、整理してレシピにまとめる。希望される方には配布も考える。
今回、特に背景にある文化とか、しぐさ的なものが一つの売りになってもいると思うので、ホームページ等では動画等も活用して食べてみたくなる、あるいは作ってみたくなるような情報発信を工夫し、こういったものが浸透する、守られるような流れを作っていく。


鯖江市議会議員木村愛子（市民創世会）
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　新春のお慶び申し上げます


日ごろから皆様のあたたかいご支援に心から感謝申しあげます。


本年も皆様の思いをしっかり受け止め、安心安全な心豊かな暮らしを、子どもの笑顔かがやくまち、環境･循環型社会（園芸栽培を中心に有機農業や里山事業、省エネの推進、再生可能エネルギーの普及･小水力発電の検討）、福祉（子どもも高齢者も障がい者も誰もが助け合い支えあう安心して住める、）･男女共同参画、歴史的文化・地域資源を活かしたまちづくり（地域産業の活力ある町）、若者が誇りとする協働のまちづくりに、皆様と思いを共有しながら、全力でがんばりたいと考えております。議会での一般質問も休むことなく、これまで同様活動したいと思います。


女性も参加した「さばえのまちづくり」、ご指導よろしくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村　愛子


昨年は、鯖江市が進めている新しい公共サービスの創出を目指すオープンデータが、全国自治体に先駆けて取り組んでいることで、総務省のオープンデータ流通推進コンソーシアムで最優秀賞とGoogle賞を受賞。又実証実験地域として選ばれ、11月には「さばえオープンガバメントサミット2013」を開催し、全国から第一線で活躍する方々が鯖江市に集結して盛り上がりました。


河和田ならびに中心市街地のまちづくりに向け、特に「うるしの里かわだ元気再生プロジェクト」事業がスタートしました（25年～27年事業）。美しい自然、匠の伝統、あふれる人情、歴史ある景観などの「風土遺産」を活かし、賑わいと活気を取り戻す3ヵ年事業で、まず計画の策定、ものづくりの見える化、新かわだビジネス支援などで動き出しました。


原子力災害に備えての応援協定なども、静岡県袋井市、愛知県知立市、石川県加賀市と締結しました。


12月には、「和食･日本人の伝統的な食文化」がユネスコ遺産登録になり、鯖江市も措置事例2件（小学校給食漆器、漆器に盛り付けて提供する伝承料理事業）が挙がっていて、今後の取り組みは、大きな躍進が期待されるところです。


12月議会


　11月27日に始まった本会議で、継続審査になっていた議案第61号～68号までの平成24年度決算関連議案を認定しました。つぎに、市長から諸課題に対する所信も含め議案提案理由の説明があり、12月9日から、代表質問に３会派から、一般質問は10人の議員（木村の質問内容裏面に）が、市長、理事者の考えを質しました。そのあと各常任委員会が開催され、議案を委員会ごとに慎重審議、最終日の20日、議案第73号から人事案件（教育委員選任）も含む104号までの議案を可決、同意し、請願4件のうち1件を趣旨採択､3件は不採択の審査を行い閉会しました。　裏面に続く　








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


























【2013年12月　定例議会での木村の一般質問～主な内容】　




















